
情動は、行動および自律神経系に影響をあたえるが同時に睡眠覚醒状
態に大きな影響を与える。視床下部外側野およびその近傍に局在する
ニューロン群によって特異的に産生される神経ペプチド、オレキシンは
行動を支えるために覚醒を維持する機能を持っている。これらのニュー
ロンの軸索は、脳幹の睡眠・覚醒制御に関わるモノアミン作動性神経の
起始核などに投射する。オレキシンは視床下部に集約されたさまざまな
情報をもとに脳幹に存在するこれらのモノアミン・コリン作動性神経を
制御することによって睡眠・覚醒に影響をおよぼしていると考えられる。
ウィルベクターを用いた入力系の解析によりオレキシン産生ニューロン
は、扁桃体、分界条床核などの大脳辺縁系や側坐核、視索前野のGABA作
動性神経、視床下部室傍核などからの入力をうけていることが明らかに
なっている。このような入力系により、オレキシン産生ニューロンは顕
著な情動的状況やストレス下、報酬系が発動する状況など、覚醒が必要
なときに興奮し、脳幹のモノアミン神経やコリン作動性ニューロンの適
切な活動を支えていると考えられる。一方、オレキシン系の下流におけ
るモノアミン系は大脳辺縁系への作用を介して、情動や行動に大きな影
響を与えていることが明らかになって来た。大脳辺縁系がオレキシン系
に与える影響および、逆にオレキシン系がモノアミン系の制御を介して
情動表出にあたえる影響及び生理的役割について議論する。
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